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(57)【要約】
【課題】容器の口頸部（４０）に充分堅固に装着するこ
とができ、容器の口頸部を開封する際には充分容易に口
頸部から離脱することができ、そしてまた後工程を必要
とすることなく製造することができる、合成樹脂から一
体に形成された容器蓋（２、１０２）を提供する。
【解決手段】容器蓋は天面壁（４）と、この天面壁の周
縁から垂下する筒状スカート壁（６、１０６）と、スカ
ート壁に接続された上部（２４）とスカート壁を越えて
下方に延出する延出部（２６）を有する把持片（８、１
０８）と、外側筒状壁（１０）とを具備する。外側筒状
壁の内周面は周方向に間隔をおいて配設された複数個の
破断可能部（３４）を介してスカート壁の外周面に接続
されている。外側筒状壁は天面壁を越えて上方に延出せ
しめられている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天面壁と、該天面壁の周縁から垂下する筒状スカート壁と、該スカート壁に接続された
上部と該スカート壁を越えて下方に延出する延出部を有する把持片と、外側筒状壁とを具
備し、該外側筒状壁の内周面は周方向に間隔をおいて配設された複数個の破断可能部を介
して該スカート壁の外周面に接続されており、該外側筒状壁は該天面壁を越えて上方に延
出せしめられている、合成樹脂から一体に形成された容器蓋。
【請求項２】
　該把持片の該延出部はリング形状である、請求項１記載の容器蓋。
【請求項３】
　該スカート壁には下方に開放された開口が形成されており、該把持片の上部は該開口内
に位置し、該把持片の上部における周方向両側が周方向に延びる接続部によって該スカー
ト壁に接続されている、請求項１又は２記載の容器蓋。
【請求項４】
　該把持片の上端縁が接続部を介して該スカート壁に接続されている、請求２記載の容器
蓋。
【請求項５】
　該把持片の上部における周方向両側は、該接続部よりも下方に位置する易破断部を介し
て、該スカート壁に接続されている、請求項３又は４記載の容器蓋。
【請求項６】
　該外側筒状壁の内周面下端が該破断可能部を介して該スカート壁の外周面上部に接続さ
れている、請求項１から５までのいずれかに記載の容器蓋。
【請求項７】
　該スカート壁の内周面には周方向に間隔をおいて周方向に延びる複数個の係止突条が形
成され、該スカート壁の外周面には周方向に間隔をおいて周方向に延びる複数個の被圧迫
突状が形成されており、該外側筒状壁の下端は該環状被圧迫突条よりも上方に位置する、
請求項１から６までのいずれかに記載の容器蓋。
【請求項８】
　該外側筒状壁の内周面下端部には周方向に連続して延びる突状或いは周方向に間隔をお
いて周方向に延びる複数個の突状が形成されている、請求項１から７までのいずれかに記
載の容器蓋。
【請求項９】
　該把持片の周方向中心から周方向両側に９０乃至１２０度の角度間隔をおいた２個の領
域の各々には、該スカート壁の外周面には周方向両側に存在する該被圧迫突条間に生成さ
れた被圧迫突条非存在部が配置されており、該外側筒状壁の内周面には周方向において該
被圧迫突条非存在部に整合して位置し且つ軸線方向に延びる拘束突起が形成されている、
請求項１から８までのいずれかに記載の容器蓋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、円筒状口頸部の外周面上端部には係止突条が形成されている容器に適用され
る、合成樹脂から一体に形成された容器蓋に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビール及び清涼飲料のための容器として、円筒状口頸部の外周面上端部に係止あご部が
形成されている、ガラス、ポリエチレンテレフタレートの如き適宜の合成樹脂或いは金属
薄板から形成された容器が広く使用されている。そして、かような容器の口頸部を密封す
るための容器蓋として、下記特許文献１には合成樹脂から一体に形成された容器蓋が開示
されている。この容器蓋は天面壁及びこの天面壁の周縁から垂下する筒状スカート壁に加
えて、射出成形工程の後に後加工として遂行される切断工程において生成される切断面を
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介してスカート壁と分離される外側筒状壁（リング状部材）を備えている。外側筒状壁は
スカート壁から完全には分離されておらず、周方向に間隔をおいて位置する複数個の切断
残留片を介してスカート壁に接続されている。切断残留片の一個は非破断片を構成し、他
の切断残留片は破断可能片を構成する。スカート壁の内周面には口頸部の係止あご部に係
止せしめられる係止突条が形成されている。
【０００３】
　上記のとおりの容器蓋は、容器の口頸部に被嵌して下方に押圧強制し、スカート壁の内
周面に形成されている係止突条を口頸部の係止あご゛部に係止せしめることによって口頸
部に装着される。口頸部を開封する際には、外側筒状壁の所定部位を上方に強制して破断
可能片を破断し、外側筒状壁の大部分をスカート壁よりも上方に変位せしめ、そして更に
外側筒状壁の全体を上方に強制し、かくして非破断片を介してスカート壁を上方に強制し
てスカート壁の係止突条と口頸部の係止あご部との係止を解除し、容器蓋を口頸部から離
脱せしめる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－２２１１５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１に開示されている上記のとおりの容器蓋には、（１）口頸部に対する容
器蓋の装着が必ずしも充分に堅固ではなく、例えば容器の落下によって容器蓋に衝撃が加
えられた際に口頸部に対して容器蓋が変位し口頸部の密封が毀損される虞がある、（２）
口頸部から容器蓋を離脱して口頸部を開封する際に、外側筒状壁の所定部位を上方に強制
して破断可能片を破断することが比較的困難である、（３）容器蓋の製造には射出成形工
程に加えて後工程として切断工程を遂行することが必要である、という解決すべき問題が
存在する。
【０００６】
　本発明は上記事実に鑑みてなされたものであり、その主たる技術的課題は、容器の口頸
部に充分堅固に装着することができ、容器の口頸部を開封する際には充分容易に口頸部か
ら離脱することができ、そしてまた後工程を必要とすることなく製造することができる、
合成樹脂から一体に形成された新規且つ改良された容器蓋を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者等は、鋭意研究の結果、スカート壁に接続された上部とスカート壁を越えて下
方に延出する延出部を有する把持片を付設すると共に、外側筒状壁を天面壁を越えて上方
に延出する形態にせしめることによって、上記主たる技術的課題を達成することができる
ことを見出した。
【０００８】
　即ち、本発明によれば、上記主たる技術的課題を達成する合成樹脂から一体に成形され
た容器蓋として、天面壁と、該天面壁の周縁から垂下する筒状スカート壁と、該スカート
壁に接続された上部と該スカート壁を越えて下方に延出する延出部を有する把持片と、外
側筒状壁とを具備し、該外側筒状壁の内周面は周方向に間隔をおいて配設された複数個の
破断可能部を介して該スカート壁の外周面に接続されており、該外側筒状壁は該天面壁を
越えて上方に延出せしめられている、合成樹脂から一体に形成された容器蓋が提供される
。
【０００９】
　好ましくは、該把持片の該延出部はリング形状である。該スカート壁には下方に開放さ
れた開口が形成されており、該把持片の上部は該開口内に位置し、該把持片の上部におけ
る周方向両側が周方向に延びる接続部によって該スカート壁に接続されているのが好適で
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ある。該把持片の上端縁を接続部を介して該スカート壁に接続してもよい。好ましくは、
該把持片の上部における周方向両側は、該接続部よりも下方に位置する易破断部を介して
、該スカート壁に接続されている。該外側筒状壁の内周面下端が該破断可能部を介して該
スカート壁の外周面上部に接続されているのが好都合である。該スカート壁の内周面には
周方向に間隔をおいて周方向に延びる複数個の係止突条が形成され、該スカート壁の外周
面には周方向に間隔をおいて周方向に延びる複数個の被圧迫突状が形成されており、該外
側筒状壁の下端は該環状被圧迫突条よりも上方に位置するのが望ましい。該外側筒状壁の
内周面下端部には周方向に連続して延びる突状或いは周方向に間隔をおいて周方向に延び
る複数個の突状を形成することができる。該把持片の周方向中心から周方向両側に９０乃
至１２０度の角度間隔をおいた２個の領域の各々には、該スカート壁の外周面には周方向
両側に存在する該被圧迫突条間に生成された被圧迫突条非存在部が配置されており、該外
側筒状壁の内周面には周方向において該被圧迫突条非存在部に整合して位置し且つ軸線方
向に延びる拘束突起が形成されているのが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の容器蓋によれば、容器の口頸部に容器蓋を被嵌し天面壁及びスカート壁を下方
に強制してスカート壁を口頸部に対して所要関係にせしめた後に、天面壁及びスカート壁
に対して外側筒状壁を下降せしめて外側筒状壁の全体をスカート壁の外側に位置せしめ、
かくして外側筒状壁によってスカート壁を半径方向内方に圧迫し、容器の口頸部に対する
スカート壁の装着を充分堅固なものにせしめることができる。容器の口頸部を開封する際
には、スカート壁に付設した把持片を把持して外側筒状壁を所要とおりに上方に変位せし
めることができること、そしてまた口頸部に容器蓋を装着する際に外側筒状壁を下降せし
めることによって外側筒状壁をスカート壁に接続していた破断可能部が破断されて外側筒
状壁がスカート壁から完全に分離されることに起因して、充分容易に口頸部から容器蓋を
離脱せしめることができる。容器の口頸部に装着する前の状態において、外側筒状壁はス
カート壁に対して上方に変位せしめられている故に、後工程として切断工程を遂行する必
要なくして容器蓋を射出成形工程のみによって製造することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明に従って構成された容器蓋の好適実施形態を示す正面図。
【図２】図１に示す容器蓋の側面図。
【図３】図１に示す容器蓋の断面図。
【図４】図１に示す容器蓋の底面図。
【図５】図１に示す容器蓋を容器の口頸部装着する様式を説明するための断面図。
【図６】図１に示す容器蓋を容器の口頸部に装着した状態を示す断面図。
【図７】図１に示す容器蓋を容器の口頸部から離脱する際の挙動を説明するための断面図
。
【図８】図７と同様に、図１に示す容器蓋を容器の口頸部から離脱する際の挙動を説明す
るための断面図。
【図９】本発明に従って構成された容器蓋の変形例を容器の口頸部と共に示す正面図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明に従って構成された容器蓋の好適実施形態を示している添付図面を参照し
て、更に詳細に説明する。
【００１３】
　図１乃至図４を参照して説明すると、ポリエチレン又はプリプロピレンの如き適宜の合
成樹脂から一体に射出成形或いは圧縮成形することができる、全体を番号２で示す本発明
に従って構成された図示の容器蓋は、天面壁４、この天面壁４の周縁から垂下するスカー
ト壁６、把持片８及び外側筒状壁１０を具備している。天面壁４は円形状であり、その内
面には下方に延出する環状シール片１２が配設されている。略円筒形状であるスカート壁
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６の外周面上端部には上方を向いた環状肩面１４が形成されている。図１に明確に図示す
る如く、スカート壁６の所定角度領域には下方に開放された開口１６が形成されている。
図３及び図４を参照することによって明確に理解されるとおり、スカート壁６の内周面に
おける軸線方向略中間領域には、周方向に間隔をおいて周方向に延びる複数個の円弧状係
止突条１８が形成されている。上記開口１６の領域を除いて周方向に連続する係止突条を
形成することもできるが、図示の実施形態においては、把持片８の周方向中心から周方向
両側に、夫々、９０度及び１３０度の角度位置において円弧状係止突条１８が存在しない
領域、換言すれば隣接する円弧状係止突条１８の間隙、が配置されている。スカート壁６
の外周面には、図２及び図４を参照することによって明確に理解されるとおり、周方向に
間隔をおいて周方向に延びる複数個の被圧迫突状２０が形成されている。上記開口１６を
除いて周方向に連続して延びる被圧迫突状を形成することもできるが、把持片８の周方向
中心から周方向両側に９０乃至１２０度の角度をなす領域には、被圧迫突状２０が存在し
ない被圧迫突状非存在部２２が配置されているのが好適である。
【００１４】
　把持片８は上部２４と延出部２６とを有する。把持片８の上部２４はスカート壁６に形
成されている上記開口１６内に位置せしめられており、その周方向両側が周方向に延びる
接続部２８によってスカート壁６に接続されている。図示の実施形態においては、更に、
把持片８の上部２４の周方向両側は、上記接続部２８よりも下方に位置する易破断部３０
によって接続されている。易破断部３０は薄肉片から形成されており、その破断強度は充
分に小さい。把持片８の上部２４の外面上端には周方向に延びる突条３２が形成されてい
る。把持片８の延出部２６はリング形状であり、スカート壁６の下端を越えて下方に延出
している。
【００１５】
　外側筒状壁１０は円筒形状であり、図３に明確に図示する如く、その内周面下端が周方
向に間隔をおいて配設された複数個の破断可能部３４を介してスカート壁６の外周面に形
成されている環状肩面１４に接続されている。従って、外側筒状壁１０はスカート壁の環
状肩面１４から上方に延在せしめられており、天面壁４を越えて上方に延出せしめられて
いる。破断可能部３４は薄肉片から形成されており、その破断強度は充分に小さい。外側
筒状壁１０の内周面下部には、周方向に適宜の間隔をおいて周方向に延びる複数個の突状
３６が形成されている。更に、外側筒状壁１０の内周面には、図２に破線で示し図３に実
線で示すとおり、スカート壁６の外周面における上記２個の被圧迫突状非存在部２２の角
度位置に整合せしめて、軸線方向に延びる２個の拘束突状３８が形成されている。この拘
束突状３８の周方向幅は被圧迫突状非存在部２２の周方向幅に対応せしめられている。拘
束突状３８の周方向幅は下方に向かって漸次小さくせしめられているのが好都合である。
所望ならば、周方向に間隔をおいて周方向に延びる複数個の突状３６を形成することに代
えて、拘束突状３８が存在する部位を除いて周方向に連続して延びる突状を形成すること
もできる。
【００１６】
　図５及び図６を参照して説明を続けると、上述したとおりの容器蓋２は口頸部４０を備
えた容器に適用される。ガラス、ポリエチレンテレフタレートの如き適宜の合成樹脂或い
は金属薄板から形成することができる、それ自体は周知の形態でよい容器は略円筒形状の
口頸部４０を有し、上面が開口されている口頸部４０の外周面上端部には係止あご部４２
が形成されている。かような容器の口頸部４０に容器蓋２を装着して口頸部４０を密封す
る際には、口頸部４０に容器蓋２を被嵌し、その天面壁４を下方に強制する。かくすると
、図５に図示する如く、スカート壁６の内周面に形成されている係止突条１８が口頸部４
０の外周面に形成されている係止あご部４２を弾性的に乗り越えてその下方に係止せしめ
られる。また、天面壁４の内面に配設されている環状シール片１２が口頸部４０内に進入
して口頸部４０を密封する。次いで、容器蓋２における外側筒状壁１０を下方に強制して
、図５に図示する位置から図６に図示する位置まで下降せしめる。図５と図６を比較参照
することによって明確に理解される如く、容器の口頸部４０によって下降が阻止されてい
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る天面壁４、スカート壁６及び把持片８に対して外側筒状壁１０が相対的に下降せしめら
れる故に、破断可能部３４が破断されて外側筒状壁１０がスカート壁６から分離される。
そして、外側筒状壁１０の内周面に形成されている突状３６がスカート壁６の外周面に形
成されている被圧迫突状２０と共に把持片８の上部外面に形成されている突条３２を弾性
的に乗り越えてその下方に係止せしめられる。外側筒状壁１０の内周面における突状３６
よりも上方の部分の内径はスカート壁６の外周面に掲載されている被圧迫突状２０の外径
よりも若干小さく設定されており、外側筒状壁１０からスカート壁６に半径方向内方に強
制する力、即ち圧迫力が加えられ、これによって容器の口頸部４０に対するスカート壁６
の装着が充分堅固なものにせしめられる。外側筒状壁１０の内面に形成されている拘束突
条３８はスカート壁６の外周面における被圧迫突状非存在部２２内に進入し、これによっ
て天面壁４、スカート壁６及び把持片８に対して外側筒状壁１０が相対的に回転すること
が阻止される。
【００１７】
　容器の口頸部４０を開封する際には、リング形状の延出部２６に指を掛けて把持片８を
半径方向外方及び上方に強制する。かくすると、図７に図示する如く、把持片８は接続部
２８（図１及び図３）を旋回中心として図７において反時計方向に旋回せしめられる。把
持片８の旋回動初期において易破断部３０(図１)が破断され、これによって開封操作がな
されたことが明示され、所謂タンパーエビデント特性が確保される。把持片８が図７に図
示する位置まで旋回せしめられると、把持片８の上部２４が外側筒状壁１０の下端縁に当
接し、図７及び図８を参照することによって理解される如く、把持片８の旋回に応じて外
側筒状壁１０が図７及び図８において右端部を旋回中心として反時計方向に旋回せしめら
れ、スカート壁６の周囲から漸次上方に離隔せしめられる。そして、外側筒状壁１０の相
当部分がスカート壁６から上方に離脱せしめられると、外側筒状壁１０によるスカート壁
６の圧迫が解除され、従って把持片８を上方乃至図８において右方に強制すると、スカー
ト壁６の係止突条１８が口頸部４０の係止あご部４２から弾性的に漸次離脱せしめられ、
天面壁４及びスカート壁６が口頸部４０から離脱せしめられ、かくして口頸部４０が開封
される。口頸部４０のかような開封操作の際には、外側筒状壁１０の拘束突状３８（図２
、図３及び図５）がスカート壁６の被圧迫突状被存在部２２内に進入して係止せしめられ
ている故に、スカート壁６の少なくとも相当部分が口頸部４０から離脱せしめられるまで
はスカート壁６から外側筒状壁１０が完全に離脱してしまうことが阻止される。
【００１８】
　図９は本発明に従って構成された容器蓋の変形例を図示している。図９に図示する容器
蓋１０２においては、把持片１０８の上部の周方向両側ではなくて上端縁が比較的薄肉の
接続部１２８を介してスカート壁１０６に接続されている。かような変形例においては、
容器の口頸部から容器蓋１０２を離脱して口頸部を開封する際には、把持片１０８はその
上端縁乃至接続部１２８を旋回中心として旋回動せしめられる。図９に図示する容器蓋１
０２におけるその余の構成は図１乃至８に図示する容器蓋２と実質上同一である。
【符号の説明】
【００１９】
　　　２：容器蓋
　　　４：天面壁
　　　６：スカート壁
　　　８：把持片
　　１０：外側筒状壁
　　１６：開口
　　１８：係止突条
　　２０：被圧迫突状
　　２２：被圧迫突状非存在部
　　２４：把持片の上部
　　２６：把持片の延出部
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　　２８：接続部
　　３０：易破断部
　　３４：破断可能部
　　３６：突状
　　３８：拘束突状
　　４０：口頸部
　　４２：係止あご部
　１０２：容器蓋
　１０６スカート壁
　１０８：把持片
　１２８：接続部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】

【図９】
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